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人事労務分野の情報機関である産労総合研究所（代表・平盛之）は、このたび「2020年度 決定初任給調査」を

実施しました。本調査は1961(昭和36)年より毎年実施しています。 

 

調査の結果、2020年度の決定初任給(2020年４月に入社した新入社員へ実際に支払われた初任給)の水準は、大学卒

（一律）で209,014円、高校卒（一律）で169,687円となり、全学歴で対前年比増となった。 

「初任給を引き上げた」企業は39.7％で、引き上げた理由で最も多かったのは「人材を確保するため」65.2％だった。 

 

 

１.【初任給の引上げ状況】 

 2020年４月入社者の初任給を「引き上げた」企業は39.7％（2019年度調査50.6％）、「据え置いた」企業は56.1％（同

48.2％）。 

 初任給を引き上げた理由（複数回答）は、「人材を確保するため」の65.2％が最多。 

２.【初任給額の水準】 

 大学卒と高校卒は、一律に初任給を決定している場合と、職種やコース（総合職と一般職、広域勤務と地域限定勤務

など）で初任給額に格差を設けている場合の「最高額」と「最低額」を聞いた。初任給額の水準は下記グラフを参照。 

３.【付帯調査 新入社員の夏季賞与】 

 新入社員に対して「何らかの夏季賞与を支給する」企業は85.6％で、「支給しない」企業は7.9％。支給方法で最も多い

のは「一定額（寸志等）を支給」64.5％。 

 夏季賞与の平均支給額は、大学卒で96,735円、高校卒で74,307円。 
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１ 初任給の引上げ状況 

（１）初任給の改定状況 

2020年４月入社者の初任給を引き上げた企業は39.7％で、2019年調査から10.9ポイント下回った。2019年の初任

給改定状況では、「引き上げた」企業が「据え置いた」企業を20年ぶりに上回る結果となっていたが、２年続いて

とはならなかった。引き上げた企業の内訳をみると、全学歴を対象に引き上げた企業は80.1％、一部学歴を対象に

引き上げた企業は16.3％であった。 

 企業規模別に「引き上げた」企業の割合をみると、1,000人以上企業が53.7％、300～999人企業が41.4％、299

人以下企業が31.2％となっており、企業規模が大きいほど引上げた率は高い。 

 

2020年の初任給改定状況 

 

 

（２）初任給改定の理由 

 初任給を引き上げた理由（複数回答）をみると、最も多かったのが「人材を確保するため」65.2％、次いで「在

籍者のベースアップがあったため」37.6％である。企業規模別にみると、「人材を確保するため」はどの規模でも

65％前後となっているが、「在籍者のベースアップがあったため」は1,000人以上企業45.5％、300～999人企業37.5％、

299人以下企業30.6％と、企業規模が高いほど割合が高い。 

 据え置いた理由（複数回答）をみると「現在の水準でも十分採用できるため」49.7％が最も多く、次いで「在籍

者のベースアップがなかったため」32.7％となっている。 

 

引き上げた理由と据え置いた理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年度決定初任給調査の調査結果概要 2020年度 決定初任給調査結果概要 



 

 

２ 初任給額の水準 

2020年度の初任給額をみると、職種やコースによる格差がなく、一律に初任給を決定している企業の場合、大学

卒は209,014円、高校卒は169,687円である。 

職種やコース（総合職と一般職、広域勤務と地域限定勤務など）で初任給額に格差を設けている場合の「最高額」

と「最低額」は、大学卒で「最高額」217,752円、「最低額」197,449円、高校卒で「最高額」181,527円、「最低額」

168,287円だった。 

2020年度 決定初任給 

 

 

 

調査名 2020年度 決定初任給調査 

調査機関 産労総合研究所 調査時期  2020年４月初旬～６月初旬 

調査対象 
当社の会員企業および上場企業から一定の方法で抽出 

した3,000社。 

●集計企業の内訳(別表) 
（単位：％、（ ）内は社数） 

規  模 合 計 製 造 業 非製造業 

合  計 100.0 （355） 38.6 （137） 61.4 （218） 

1,000 人以上 100.0 （ 82） 47.6 （ 39） 52.4 （ 43） 

  300〜999 人 100.0 （116） 38.8 （ 45） 61.2 （ 71） 

  299 人以下 100.0 （157） 33.8 （ 53） 66.2 （104） 
 

調査方法 郵送によるアンケート調査方式 

回答状況 締切日までに回答のあった 355社について集計。集計企業の内訳は別表を参照。 

留意点 
決定初任給とは、本採用後支払われる所定内賃金月額。通勤手当、時間外手当等は除く。 

前年比は、回答企業における 2019年決定初任給との比較。 

2020年度 決定初任給調査結果概要 

調査要領 



 

 

新卒入社者の夏季賞与の支給状況と支給額 

本調査では、付帯調査として新入社員の夏季賞与の支給状況および支給額についても聞いている。４月入社の新

卒入社者の場合、入社年度の夏季賞与の支給日には在籍しているものの、算定期間としてはわずかか、あるいは算

定期間を過ぎた後の入社という場合が多い。そのなかで、「何らかの夏季賞与を支給する」企業は 85.6％、「支給

しない」企業は 7.9％となった。 

「何らかの夏季賞与を支給する」企業の支給方法をみると、最も多いのは「一定額（寸志等）を支給」の 64.5％

で、次いで「在籍期間の日割計算で支給」19.7％、「日割以外の一定割合で支給」9.9％などとなっている。 

支給額の平均をみると、大学卒 96,735円、高校卒 74,307円だった。支給額の分布をみると、最も多く分布してい

るのは大学卒・高校卒ともに「5～10万円未満」（大学卒 41.8％、高校卒 50.0％）であった。 

 

新卒入社者の夏季賞与の支給状況 

 

 

 

夏季賞与・一時金の支給金額（何らかの夏季賞与・一時金を支給する企業） 

 

新入社員の夏季賞与（2020年度 決定初任給付帯調査）  

85.6％の企業が何らかの夏季賞与を支給 

支給額の平均は大学卒96,735円、高校卒74,307円 

新入社員の夏季賞与（2020年度 決定初任給付帯調査）  

85.6％の企業が何らかの夏季賞与を支給 

支給額の平均は大学卒96,735円、高校卒74,307円 


